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平成２７年度事業報告および決算報告
（１）事業報告
①千葉県体育学会総会
平成２７年５月９日（土）午後２時１５分より
会場 千葉大学教育学部４号館４１０５教室
１）平成２６年度事業報告および決算報告
２）平成２７年度事業計画案および予算案
②千葉県体育学会大会
第１回 平成２７年５月９日（土）１０時より（千葉大学）
２０２０年東京オリンピック・パラリンピック企画
『東京パラ新種目・パラバドミントンを知る！』
実技セミナーおよび特別講演
アジア・パラ競技大会車椅子バドミントン銅メダリスト
長島理（株式会社 LIXIL/千葉大学卒）
一般発表演題 ４題
第２回 平成２７年１１月２８日（土）午後１時より（千葉大学）
発表演題 ５題
③研究助成金制度申請１件：１件採択
④平成２６年度 千葉県体育学会奨励賞（１名）
奨励賞 中川 雅智 先生（千葉大学）
⑤千葉体育学研究第（第３７巻 平成２７年１０月３０日 発刊）
（２）決算報告・・・・・・・・・・（36ページ）
平成２８年度事業計画および予算案
（１）事業計画
①千葉県体育学会総会
平成２８年５月１４日（土） 午後１２時２０分より（千葉大学）
②千葉県体育学会大会
第１回 平成２８年５月１４日（土）午前１０時００分より（千葉大学）
<実技セミナー>１０：００～１２：００（９：３０受付）
《２０２０年 東京オリンピック・パラリンピック企画》
「みんなで参加、みんなで創る！」 パラスポーツについて考えよう
内 容 『ゴールボール、ブラインドサッカー体験！』
<シンポジウム>１３：００〜１４：２０
『東京オリンピック・パラリンピックの成功へむけて』
<一般発表> １４：３０〜 発表演題５題
第２回 平成２８年１２月３日（土）予定（千葉大学）
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③千葉体育学研究３８号・３９号の発刊
第３８号 平成２８年９月 発行予定
第３９号 平成２９年３月 発行予定
（２）予算案・・・・・・・・・・（37ページ）
（３）編集委員会委員について（平成２８年４月〜平成３０年３月）
（４）千葉体育学研究の電子化について
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平成２８年度千葉県体育学会第１回理事会議題
議題１ 平成２７年度事業報告および決算報告
（１）事業報告
①千葉県体育学会総会
平成２７年５月 ９日（土）午後２時１５分
会場 千葉大学教育学部４号館４１０５教室
１） 平成２６年度事業報告および決算報告
２） 平成２７年度事業計画案および予算案
②千葉県体育学会大会
第１回 平成２７年５月 ９日（土）午前１０時より（千葉大学）
２０２０年東京オリンピック・パラリンピック企画
『東京パラ新種目・パラバドミントンを知る！』
実技セミナーおよび特別講演
アジア・パラ競技大会車椅子バドミントン銅メダリスト
長島理（株式会社 LIXIL/千葉大学卒）
発表演題 ４題
第２回 平成２７年１１月２８日（土）午後１時００分より（千葉大学）
発表演題 ５題
③研究助成金制度申請１件：１件採択
④平成２６年度 千葉県体育学会奨励賞（１名）
奨励賞 中川 雅智 先生（千葉大学）
⑤千葉体育学研究第３７巻：平成２７年１０月３０日発刊
（２）決算報告
議題２ 平成２８年度助成金審査および報告状況
議題３ 次期理事の選挙結果および理事長・会長・副会長等の選出
選挙管理委員長より選挙結果の報告
議題４ 平成２８年度事業計画および予算案
（１）事業計画
①千葉県体育学会総会
平成２８年５月１４日（土） 午後１２時２０分（千葉大学）
②千葉県体育学会大会
第１回 平成２８年５月１４日（土）午前１０時より（千葉大学）
・実技セミナー：午前１０時～１２時
《２０２０年 東京オリンピック・パラリンピック企画》
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「みんなで参加、みんなで創る」パラスポーツについて考えよう
内 容 『ゴールボール、ブラインドサッカー体験！』
・シンポジウム：午後１時〜２時時２０分
『東京オリンピック・パラリンピックの成功へむけて』
・一般発表：午後２時３０分〜 発表演題５題
第２回 平成２８年１２月３日（千葉大学）予定
③千葉体育学研究３８号・３９号の発刊
第３８号 平成２８年９月 発行予定
第３９号 平成２９年３月 発行予定
（２）予算案
議題５ 編集委員会委員（平成２８年４月〜平成３０年３月）
議題６ 千葉体育学研究の電子化について
議題７ その他
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平成２７年度第１回千葉県体育学会大会プログラム
平成２７年５月９日（土）
千葉大学
《２０２０年 東京オリンピック・パラリンピック企画》
『東京パラ新種目・パラバドミントンを知る！』
（実技セミナー）１０：００〜１１：３０
場 所 千葉大学第一体育館
（特別講演） １３：００〜１４：００
アジア・パラ競技大会車椅子バドミントン銅メダリスト
長島理（株式会社 LIXIL/千葉大学卒）
（総会） １４：１５～１４：４５
（学会大会） １５：００～
場 所 千葉大学教育学部４号館４１０５教室
15:00 学会大会開会・会長挨拶
座長 七澤 朱音（千葉大学）
（研究助成報告）
15:05 １）下肢運動の運動学習に低強度の感覚入力が及ぼす影響
○ 松永唯（千葉大学大学院）
（一般研究）
15:20 ２）地域スポーツクラブが果たす役割に関する研究
～大震災を乗り越えた宮城県沿岸地域の事例を通して～
○ 馬場宏輝（帝京平成大学）
（実践報告）
15:35 ３）スポーツメガイベントに関する社会学的研究～ 2020 年オリンピック・パ
ラリンピック東京大会、2019 年ラグビーワールドカップ 日本大会に着
目して～
○ 廣瀬恒平（国際武道大学）
（研究助成報告）
15:50 ４）サッカーのインステップキックにおけるインパクト後に蹴り足で
着地する蹴り方について
○ 來海郁（筑波大学大学院）
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16:10 副会長挨拶・事務局連絡
17:00 懇親会
※発表時間１０分、質疑応答５分で行います。
※資料がある場合には、４０部印刷し、ご持参下さい。
※予鈴は、８分に１回、１０分に２回、１５分に３回なります。
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〈発表抄録〉
地域スポーツクラブが果たす役割に関する研究
～大震災を乗り越えた宮城県沿岸地域の事例を通して～
○馬場 宏輝（帝京平成大学）
生涯スポーツ社会の実現に向けて、文部省（現文部科学省）は 1995 年に総合型地域
スポーツクラブ育成モデル事業に着手し、2014年 7月現在で 3,512クラブが全国で育成
されている。生涯スポーツ社会の実現に向けて地域スポーツクラブが果たす役割とは何
だろうか。そこで、2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災を乗り越えて活動を継続
している宮城県沿岸地域の４つの地域スポーツクラブ代表者にインタビューを行った。
その結果、地域スポーツクラブの存在意義として、単に地域住民にスポーツ活動を提
供するだけではなく「地域のために、自分たちにできることをする」ことが「日常化」
することにより、地域の社会インフラの一つとして「信頼に裏打ちされた社会的な絆（ソ
ーシャルキャピタル）」を醸成し、地域の「新しい公共」の担い手になることであると
の示唆が得られた。今回のインタビューを通して、クラブの発展の先に「成熟」が求め
られると感じた。
スポーツメガイベントに関する社会学的研究
－ 2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会、2019 年ラグビー
ワールドカップ日本大会に着目して－
○廣瀬恒平（国際武道大学）
2019 年ラグビーワールドカップ日本大会と 2020 年オリンピック・パラリンピック東
京大会、この２つの大きなスポーツイベントを通してどの様なレガシーを残していくこ
とができるか、また筆者が所属する国際武道大学がレガシーを残していくための活動に
どのように参画および貢献できるのかを検討する。ロンドン大会や長野冬季大会に代表
されるボランティア活動のようなソフトレガシーとも言うべき、文化的、社会的な活動
が継続されていくこともレガシーの一つとして挙げられる。現在、国際武道大学はオリ
ンピック・パラリンピック支援課を設置し、また地元勝浦市と包括的協定を締結して、
2020 年オリンピック・パラリンピックに向けて特にキャンプ地の誘致活動を中心に準
備を進めているが、大会前や期間中の一過性の企画だけではなく、その後に持続または
参画可能な事業の検討も重要であると思われる。千葉県の中でも千葉市は障害者スポー
ツのサポートに力を入れており、千葉市や日本パラリンピック委員会などと連携しなが
ら、2020年東京大会そしてその後に繋がる活動を検討していきたい。
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平成２７年度第２回千葉県体育学会大会プログラム
平成２７年１１月２８日（土）
学会大会１３時００分
千葉大学教育学部４号館４４０９教室
13:00 学会大会開会・会長挨拶
座長 小泉 佳右（千葉大学）
（一般研究）
13:05 １）高校野球部投手に於ける投球数と肩関節２ nd 外旋可動域との関係
について
○ 司村駿・田中一成（了德寺大学 健康科学部 整復医療トレーナー学科）、
林泰京・橋本和幸（了徳寺大学）
13:20 ２）表現リズム遊びにおける“わらべうた”導入の効果について～小 学校
低学年における授業実践と比較を通して～
○ 林実加（千葉大学大学院）、七澤朱音（千葉大学）
13:35 ３）スポーツ指導者資格の有効活用に関する研究
～千葉県内の公認障がい者スポーツ指導者を対象に～
○ 馬場宏輝（帝京平成大学）、中島一郎（国際武道大学）、中島悠介（浦和大学）
13:50 ４）胸腰椎回旋角度測定の妥当性および再現性の検討
○ 大塩大基・沼田純矢・越田専太郎（了德寺大学）
（実践報告）
14:05 ５）2020年オリンピック・パラリンピックに向けて体育系大学が果た
すべき役割とその可能性
−柔道における競技情報の即時配信システムの構築を目指して −
○ 廣瀬恒平・森実由樹・石井兼輔・越野忠則・前川直也・大島修次（国際
武道大学）
座長 馬場 宏輝（帝京平成大学）
15:00 大学院生ワークショップ
15:15 副会長挨拶・事務局連絡
※発表時間１０分、質疑応答５分で行います。
※資料がある場合には、４０部印刷し、ご持参下さい。
※予鈴は、８分に１回、１０分に２回、１５分に３回なります。
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〈発表抄録〉
高校野球部投手に於ける投球数と肩関節２ nd 外旋可動域との関係に
ついて
○司村駿・田中一成（了德寺大学健康科学部整復医療トレーナー学科）、林泰京・橋本
和幸（了德寺大学教養部）
Key words：野球投手、投球数、肩関節可動域、肩関節筋力
目的：中学生軟式、高校生硬式の男子野球部員投手を対象に肩関節可動域と投球数との
関係について比較調査することを目的とした。
対象：中学生 12名(平均 14.08±0.82) 高校生 22名(平均 16 .54±0.49)の野球部投手
方法：肩関節の 2nd内旋・外旋、3rd 内旋・外旋の各 ROM 測定、肩関節 90°外転力筋
力測定、及び握力・身長・外転筋力測定
結果：今回の測定では、以下の項目において有意差がみられた。
２ nd 外旋の可動域において投球数×身長の２要因分散の結果、身長が高いほど投球前
と比べて投球後は可動域が下がり、80 球投球後では最小になっていた。また、投球数
×握力の２要因分散の結果、握力が高いほど投球前に比べて 80球投球後に最小になり、
その後は回復していた。さらに、投球数×外転筋力の２要因分散の結果、外転筋力が高
いほど投球前に比べて投球数が増えるほど可動域が最少になっていた。
表現リズム遊びにおける“わらべうた”導入の効果について
～小学校低学年における授業実践と比較を通して～
○林 実加(千葉大学大学院)、七澤 朱音(千葉大学)
近年、遊びが仮想空間や個へ変わり、“生身の子ども同士が、かかわり合いの中で社
会性を身につける機会”は極端に少なくなっている。伝承遊びの“わらべうた”は、こ
の機会を子どもたちに提供しコミュニティー再生の可能性を持つ。体育科の表現リズム
遊びでも多くの実践例が紹介されている。しかし、そのことによる効果は明らかになっ
ていない。
本研究は、小学校第 2 学年の表現リズム遊びに“わらべうた”を導入し、そのことが
子どもたちのリズムに乗る感覚（能力）や学習に向かう姿勢にどのように影響を与える
のかについて明らかにする。①“わらべうた”を基礎にしたリズム遊び、②“わらべう
た”を基礎にした表現遊び、③従来の表現遊び、以上の 3 単元（4 単位時間）を 3 クラ
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スで実施する。そして、技能下位児２名ずつの技能評価、クラスの学習従事率の比較に
より、“わらべうた”を導入することの効果を多角的に検証した。
GTS の分析結果より、①“わらべうた”を基礎にしたリズム遊びの授業においての学
習従事率が高いことが明らかとなった。今後さらに研究を進め、体育授業での“わらべ
うた”導入の効果を明らかにしていく。
「スポーツ指導者資格の活用に関する研究～障がい者スポーツ指導者
を対象に～」
○馬場宏輝（帝京平成大学）、中島一郎（国際武道大学）、中島悠介（浦和
大学）
公認スポーツ指導者研究として、日本体育協会は 2008 年に実施した「公認スポーツ
指導者の実態調査」を発表している。そこで、障がい者スポーツに関わる指導者にはど
のような特徴があるのかを明らかにするため、千葉県障がい者スポーツ協会の協力の下、
千葉県内の有資格者（610 名）を対象にアンケート調査を行った。有資格者の 57.5 ％が
女性で、50 代以上で 55.8 ％を占めていた。職業では主婦が 18.3 ％と 2008 年調査の 3.6
％を大きく上回った。50.9 ％は障がい者スポーツ指導者資格以外の指導者資格を保有し
ていなかった。
また、53.8 ％が現在活動していない。「仕事・家事が忙しい」という理由が 38.8 ％で
あったが、「機会がない」という理由も 28.8 ％であった。指導領域では「地域」、活動
場所では「公共施設」が 2008 年調査を大きく上回る結果となった。資格が役立つ点と
しては、「指導機会を与えられる、指導に自信が持てるようになる」と先行研究と同様
の結果が得られた。
胸腰椎回旋角度測定の妥当性および再現性の検討
○大塩大基、沼田純矢、越田専太郎（了徳寺大学）
胸腰椎の回旋はスポーツ動作において重要であり、したがってエクササイズの処方や
治療方法選択の基礎となる胸腰椎回旋可動域の測定・評価が重要となる。そこで本研究
では一般に用いられる関節角度計による胸腰椎回旋角度測定の妥当性および再現性を明
らかにすることを目的とした。本研究では大学生 10 名を測定者とした。測定モデルの
体幹回旋運動を各々に測定させ、3 次元動作解析装置により同時に得られた測定値との
比較を行った .測定は 1 週間空けて 2 回実施した。角度計による測定の妥当性は
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Bland-Altman 分析により検討した。さらに、系統誤差の有無の確認を行った後、誤差範
囲の推定も行った。また、信頼性は級内相関係数(ICC)により検討した（P < 0.05）. 本
研究の結果、2 つの測定法において系統誤差は存在せず、また誤差範囲は 1 回目の測定
で 23.4 °、2回目で 14.5°と大きかった。測定日内の再現性は ICC=0.87-0.88, 測定日
間再現性は ICC = 0.78と高い値を示した。
2020年オリンピック・パラリンピックに向けて体育系大学が果たすべ
き役割とその可能性
−柔道における競技情報の即時配信システムの構築を目指して−
○廣瀬恒平・森実由樹・石井兼輔・越野忠則・前川直也・大島修次（国際
武道大学）
体育系大学は 2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会に向けてどのような役
割を果たすべきなのかを検討したところ、「事前キャンプ地などに活用できる練習施設
の提供」、「オリンピック選手・パラリンピック選手の輩出」、「スポーツを支えるトレー
ナーや栄養士などの養成」、「ボランティアの育成」、「大会の意義や歴史を学ぶ講義の開
講」といったことが挙げられた。
国際武道大学では体育系大学独自の貢献プロジェクトとして柔道における競技情報の
即時配信システムの構築を目指している。柔道の試合情報、選手が掛けた技名、その回
数や比率などをテレビ画面に表示するようなプログラム開発を進行中で、是非とも 2020
年に向けて完成させたいと考えている。
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＜資料＞平成28年度　千葉県体育学会予算案
摘要 予算案 H27実績 差額
1.会費　 （２１０人） （２０４人）
(2,500円/人) ¥525,000 ¥510,000 15,000
2.入会金 (地域１０人) (地域　１２人)
(1000円/地域、500円/県) ¥10,000 ¥12,000 ▲ 2,000
3.利子
（京葉銀行） ¥100 ¥127 ▲ 27
4.雑収入
（本部補助金、別刷り超過頁代他） ¥70,000 ¥70,000 0
5.その他
（特別印刷・広告掲載費他） ¥0 ¥0 0
小計
¥605,100 ¥592,127 12,973
6.繰越金
（H27年度） ¥2,119,145 ¥1,989,188 129,957
合計
¥2,724,245 ¥2,581,315 142,930
1.会場費（2000×2回）
（発表会・会議等） ¥4,000 ¥0 ▲ 4,000
2.通信費
（切手・はがき） ¥130,000 ¥119,821 ▲ 10,179
3.旅費
（理事会等） ¥30,000 ¥0 ▲ 30,000
4.印刷費（第37号）
¥250,000 ¥0 ▲ 250,000
5.編集・査読（学会誌編集費）
（第38・39号） ¥140,000 ¥8,000 ▲ 132,000
6.会議費
（理事会・編集委員会等） ¥40,000 ¥28,960 ▲ 11,040
7.事務局費
（消耗品・HP契約費等） ¥100,000 ¥79,389 ▲ 20,611
8.謝金
（講師・アルバイト等） ¥150,000 ¥156,000 6,000
9.研究プロジェクト費等
（助成金および学会賞） ¥200,000 ¥70,000 ▲ 130,000
小計
（予備費を除く） ¥1,044,000 ¥462,170 ▲ 581,830
10.予備費
（繰越金） ¥1,680,245 ¥2,119,145 ▲ 438,900
合計
（予備費を含む） ¥2,724,245 ¥2,581,315 ▲ 142,930
平成28年度
収
入
の
部
支
出
の
部
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